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会
長
退
任
の
ご
挨
拶 

  

沼
校
区
自
治
連
合
会
、ま
ち
づ
く
り
協
議
会
お
よ
び
社
会
福
祉
協
議
会
の

会
長
と
し
て
七
年
間
務
め
て
き
ま
し
た
が
、こ
の
度
、そ
の
任
を
終
え
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。明
る
く
元
気
な
沼
校
区
に
し
た
い
と
の
思
い
で
、新
型
コ
ロ
ナ
期

間
中
で
も
、
各
種
行
事
に
関
し
、
開
催
に
向
け
て
試
行
錯
誤
し
て
き
ま
し
た

が
、沼
夏
ま
つ
り
は
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
、四
年
ぶ
り
に
沼

夏
ま
つ
り
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
、
多
く
の
方
々
に
来
場
い
た
だ
き
ま
し

た
。
特
に
、
開
演
を
待
ち
望
ん
で
い
た
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
達
の
笑
顔
が
、
今

で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
任
期
中
、地
域
の
皆
様
と
各
団
体
の
皆
様
の
ご
協
力

で
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
会
長
と
し
て
の
任
は
終
わ
り
ま
す
が
、こ
れ
か
ら
も
地
域
の
活
動
に
参

加
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

沼
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会 

前
会
長 

田
中 

義
則 

安全・安心のまちづくり 
 

令和６年度沼校区まちづくり協議 

 
 

 

会
長
就
任
の
ご
挨
拶 

  

沼
校
区
の
皆
様
に
は
、日
頃
か
ら
、沼
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
活
動
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
令
和
六
年
度
よ

り
田
中
前
会
長
の
後
任
と
し
て
沼
校
区
自
治
連
合
会
、ま
ち
づ
く
り
協
議
会

お
よ
び
社
会
福
祉
協
議
会
の
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
沼
団
地
第
二
町
内
会
の
時
枝
で
す
。
後
任
を
打
診
さ
れ
た
と
き
に
経
験

の
少
な
い
私
に
務
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
悩
み
ま
し
た
が
、他
の
町
内
会
長

の
方
々
の
後
押
し
も
あ
り
お
受
け
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
沼
校
区
の
皆
様

が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
に
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

の
で
、ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

さ
て
、北
九
州
市
で
は
、小
学
校
区
単
位
で
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
が
、今
年
で
三
十
年
目
を
迎
え
ま
す
。
沼
校
区
で
も
、ま
ち
づ
く

り
協
議
会
を
構
成
す
る
各
団
体
の
皆
さ
ん
と
協
議
し
な
が
ら
少
子
・
高
齢
化

や
核
家
族
化
の
進
行
、地
域
の
連
帯
意
識
の
希
薄
化
な
ど
社
会
環
境
の
変
化

に
あ
わ
せ
、自
分
た
ち
の
地
域
を
自
分
た
ち
で
守
っ
て
き
ま
し
た
。
三
十
年
を

経
過
し
、人
口
構
成
や
各
世
帯
の
構
成
も
大
き
く
変
化
し
、さ
ら
な
る
高
齢
化

の
進
展
に
よ
る
見
守
り
活
動
を
強
化
す
る
と
と
も
に
空
き
家
対
策
な
ど
新

た
な
課
題
の
対
応
も
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。ま
た
、自
治
会
や
町
内
会
組
織

の
あ
り
方
や
次
代
を
担
う
人
材
の
育
成
に
つ
い
て
も
、引
き
続
き
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。
今
後
も
、沼
校
区
自
治
連
合
会
、沼
校
区
社
会
福
祉
協
議
会
に
関

わ
る
皆
様
と
連
携
し
、地
域
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
や
見
守
り
活
動
を
中
心
に

行
い
な
が
ら
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

  
 
 
 
 
 

沼
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会 

新
会
長 

 

時
枝 

誠
二 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

役
員
一
同 

役員名簿 氏　名 　 所 属 団 体 名 氏 　名 　所 属 団 体 名 氏 　名 　所 属 団 体 名

久藤　武司 沼自治会 会長 山川　百合實  飛鳥野町内会 会長 永冨　和雄 沼中学校 校長

市川　利子 沼市営住宅町内会 会長 財前　陽子  ニュー南沼町内会 会長 横山　知子 沼小学校 校長

米積　功記 沼団地第一町内会 会長 河村　謙三  荒堀町内会 会長 古屋　孝之 沼中父母教師会 会長

時枝　誠二 沼団地第二町内会 会長 平　　健身  ﾆｭｰｶﾞｲｱ四季彩の丘町内会 会長 澤田　直孝 沼小ＰＴＡ 会長

地脇　義孝 沼団地第三南町内会 会長 大江　正勝 沼新町町内会 会長 鹿島　信行 悦和の郷 施設長

江川　英晴 沼団地第三北町内会 会長 中村　亀夫 民生児童委員 地区会長 長濱　弥守郎 あだち園 施設長

堀江　俊明 沼団地第五町内会 会長 北村　佳代子 福祉協力員会 会長 岩尾　美由紀 ケアハウスふれあい 施設長

志坪　勇次 沼団地第六町内会 会長 安部　克哉 体育委員会 委員長 黒木　みよ子 ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑのんきさん 施設長

菅原　孝子 東沼町内会 会長 古川　　慧 年長者クラブ 代表 則松　誠 消防団 代表

石河　佳子 東沼団地町内会 会長 渕　紀世彦 保護司等 代表 上川　裕子 子供会 会長

原田　泰邦 沼緑光苑町内会 会長 楢原　政敏 青少年育成会 部会長 園山　道秋 沼児童クラブ 代表

園山　道秋 沼緑町一丁目町内会 会長 藤井　勝弘 沼区公民館　館長 伊藤　均美 沼市民センター 館長

５月号沼だよりの『生き生き子ども交流ひろば』で日程に誤りがありました。 
 

６月８日(土) → ６月１日(土) 

平成6年 平成16年 平成26年 令和5年

沼新町一丁目 － － 2.9% 5.6%

沼新町二丁目 － 3.8% 5.0% 10.5%

沼新町三丁目 － 3.8% 6.5% 13.3%

沼本町一丁目 6.2% 9.0% 16.4% 24.0%

沼本町二丁目 13.9% 16.6% 22.1% 22.6%

沼本町三丁目 17.1% 30.6% 38.7% 38.4%

沼本町四丁目 6.3% 18.9% 30.4% 36.1%

沼緑町一丁目 12.8% 18.9% 27.6% 35.5%

沼緑町二丁目 22.6% 19.3% 17.6% 28.1%

沼緑町三丁目 16.6% 35.9% 42.9% 39.8%

沼緑町四丁目 12.4% 26.0% 34.3% 39.6%

沼緑町五丁目 20.8% 25.4% 29.7% 28.7%

沼南町一丁目 6.4% 11.0% 23.7% 31.8%

沼南町二丁目 10.5% 18.8% 25.9% 27.9%

沼南町三丁目 14.2% 19.4% 29.4% 31.0%

葛原東三丁目 15.1% 24.0% 37.7% 36.4%

沼校区全体 12.3% 19.4% 25.2% 29.4%

◆沼校区町内別高齢化率推移（65歳以上）＜率＞

平成6年 平成16年 平成26年 令和5年

沼新町一丁目 － 2 93 111

沼新町二丁目 － 112 252 267

沼新町三丁目 － 95 187 203

沼本町一丁目 363 528 548 709

沼本町二丁目 91 143 178 238

沼本町三丁目 120 129 140 151

沼本町四丁目 378 420 460 474

沼緑町一丁目 423 471 573 585

沼緑町二丁目 241 260 302 344

沼緑町三丁目 392 392 426 440

沼緑町四丁目 574 581 572 532

沼緑町五丁目 136 210 228 225

沼南町一丁目 248 332 439 434

沼南町二丁目 201 237 295 335

沼南町三丁目 65 73 80 94

葛原東三丁目 264 293 377 416

沼校区全体 3,496 4,278 5,151 5,558

◆沼校区町内別世帯数推移　＜世帯＞

氏　　名 　所　属　団　体　名

会　　長 時枝　誠二 自治連合会 会長

副 会 長 久藤　武司 自治連合会 副会長

副 会 長 園山　道秋 自治連合会 副会長

副 会 長 安部　克哉 自治連合会 副会長

会　　計 平　　健身 自治連合会 会計

顧　　問 渡辺　修一 北九州市議会議員

監　　査 地脇　義孝 沼団地第三南町内会 会長

監　　査 河村　謙三 荒堀町内会 会長

事務局次長 伊藤　均美 沼市民センター 館長

北九州市民カレッジ 

地域力アップセミナー 
 

 地域づくりに活かせるスキルを学び、最終回は各グループで企画した事業の報告

会を実施します。楽しく学びあい、地域活動の担い手を目指していきましょう！ 
 

＜主な講座内容・講師＞ 

北九州の社会教育の変遷 恒吉 紀寿 

自己理解・他者理解の新たな視点と人間関係の構築法 園元 恭子 

広報の力で未来を変えよう 福岡 佐知子 

対話のある場のつくり方～ファシリテーション入門 岩永 真一 

地域課題を見つめよう／協働のまちづくり 入門 真生 

みんなの企画相談室／企画を伝える～ポスターセッション 大久保 大助 
 

【会  場】北九州市立生涯学習総合センター（小倉北区大門 1-6-43） 

【実施期間】６月４日（火）～８月６日（火）１０時～１５時 

【申込締切】５月１４日（火）  【受 講 料】3,000 円 
 

※詳細は 北九州市立生涯学習総合センター ☎５７１－２７３５ 

※上記数値は住民基本台帳より引用 

http://www.ktqc01.net/mina/nucc/index.html


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３４２号 

沼校区まちづくり協議会・健康づくり部会 部会長 時枝 誠二 

        

 沼校区 地域でＧＯ！ＧＯ！健康づくり（市民センターを拠点とした健康づくり）  

令和６年５月１日 

 
～高齢化に伴い、自宅にひきこもり状態が進みつつある中、 

    健康寿命を延ばして、いきいき健康な沼校区を目指す～ 
 

 

お問い合せは沼市民センターまで ＴＥＬ ４７３－２０２１ 

 

◆認知症の初期症状かどうかをご自分やご家族で簡単にチェックする 

ことができるテストです。試してみませんか。 

 

※フレイル予防 

フレイルとは「虚弱」 

を意味する言葉で、 

加齢に伴い筋力や心身 

機能が低下した状態で 

す。この状態を放って 

おくと、要介護状態に 

なる恐れがあります。 

早く気付いて対処する 

ことで、フレイルの進行を遅らせたり、健康な状態に戻したりする

ことが期待できます。いつまでも元気に生活するためには、病気を

予防し、重症化しないようにすることが大切です。 

◆人生 100 年時代 健康寿命を延ばすために、セルフケア(自己管理・自己対応)の力を身につけましょう。 

健康寿命を伸ばすためには、定期的に運動をし、筋肉や関節、骨の

運動機能を維持することが大切です。散歩に出かけたり、外出先で

意識的に階段を使ったり、日常生活の中で体を動かすことも効果

があります。また、読書する、絵を描くなど、脳を積極的に活性化

させると、要介護要因１位である認知症予防になります。 

身体と脳をしっかりと活性化させることが、健康寿命を伸ばすた

めの個人でできる取り組みです。 

【健康寿命】健康上の問題で日常生活が制限されることなく生活 

できる期間。（男性：72.1 歳、女性：74.8 歳） 

【平均寿命】生まれてから亡くなるまでの平均的な時間。 

（男性：81.1歳、女性：87.9 歳） 

※令和 4 年厚生労働省発表データ 

 

 

小倉南区は７区の中で一番高血圧の有病率が高い状況ですが、沼校区は、小倉南区平均よ

りも高くなっています。高血圧の原因の大部分は日常の生活習慣にあります。特に、食塩

のとり過ぎ・飲酒などの食習慣や、運動不足、喫煙、ストレスなどは高血圧につながる危

険因子です。高血圧になると心臓や血管に負担がかかり、少しずつ血管を傷つけて動脈硬

化が起こりやすくなります。高血圧自体に自覚症状はありませんが、放っておくと動脈硬

化を促進し、寝たきりの原因や日本人の死因の多くを占める心疾患や脳血管疾患などを

発症します。いつまでも元気に過ごすために、定期的に血圧を測定し、自分の健康状態を

把握するとともに、普段の生活習慣を見直して高血圧の予防に取り組みましょう。 

『三世代いきいき健康沼校区』 

＊＊＊＊＊＊ 

減塩 健診 
血圧 

測定 
運動 

※北九州市認知症支援・介護予防センター発行 今日からはじめる健康づくりより引用 

※血管 100 年宣言 みんなで防ごう高血圧㏌小倉南 

リーフレットより引用 


